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一

　
佐
佐
木
信
綱
に
よ
つ
て
「
江
戸
派
の
殿
将
と
し
て
幕
末
の
歌
壇
に
光
を
放
つ

た
」
（
１
）
と
称
さ
れ
る
、
徳
川
時
代
後
期
の
国
学
者
歌
人
井
上
文
雄
（
寛
政
十
二
年

～
明
治
四
年
）。
其
の
筆
蹟
と
云
へ
ば
、
独
特
な
力
強
い
書
法
が
印
象
的
で
あ

る
。
線
の
太
い
個
性
的
な
筆
致
ゆ
ゑ
、
短
冊
色
紙
の
類
で
あ
つ
て
も
読
む
の
に

骨
が
折
れ
る
し
、
書
翰
の
読
解
に
至
つ
て
は
苦
心
惨
憺
す
る
こ
と
頻
り
で
あ
る
。

　
文
雄
の
書
に
就
て
は
夙
に
、「
典
麗
流
達
で
千
蔭
流
に
近
い
」
（
２
）、「
三
藐
院
流

を
学
ん
だ
と
お
ぼ
し
き
大
振
り
で
素
朴
な
書
体
」
（
３
）
と
の
指
摘
が
あ
り
、
師
一
柳

千
古
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
（
４
）。
そ
し
て
、

こ
の
独
特
な
筆
蹟
は
門
人
に
し
て
妻
妾
た
り
し
松
の
門
三
艸
子
、
養
女
大
野
定

子
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
（
５
）。

　
古
書
展
な
ど
の
短
冊
売
り
場
を
覗
き
、
文
雄
の
も
の
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
其
れ

と
判
る
。
他
を
圧
倒
す
る
か
の
や
う
な
線
の
太
い
字
の
短
冊
で
、
目
に
飛
び
込

ん
で
来
る
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
、
其
れ
ば
か
り
が
文
雄
の
短
冊
で
は
な
い
。

「
文
雄
」
と
署
名
さ
れ
た
短
冊
を
数
多
見
て
ゐ
る
う
ち
に
、
細
い
字
の
井
上
文

雄
短
冊
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
桂
園
派
の
祖
香
川
景
樹
に
就
て
は
、
短

冊
署
名
が
「
其
の
形
よ
り
大
略
七
時
代
に
分
け
る
事
が
出
来
」、
稲
村
三
羽
、

飯
野
厚
比
、
渡
辺
一
清
と
い
つ
た
門
人
が
よ
く
景
樹
の
書
風
に
似
せ
て
ゐ
る
と

い
ふ
考
究
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
（
６
）が

、
其
の
他
の
国
学
者
歌
人
の
も
の
し
た
短
冊
に

就
て
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
き
は
め
て
少
な
い
（
７
）の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
た
び
本
稿
に
於
て
は
、
井
上
文
雄
の
短
冊
を
資
料
と
し
て
、
書
の
中
で
も

特
に
「
文
雄
」
署
名
の
書
き
様
の
変
遷
に
就
て
一
考
察
を
加
へ
た
い
。

二

　
先
づ
、
署
名
の
形
の
異
な
る
井
上
文
雄
の
短
冊
を
八
枚
掲
げ
る
。
こ
の
排
列

は
、
染
筆
時
代
順
に
拠
る
も
の
で
あ
る
（
ク
を
除
く
）。

　
文
雄
の
短
冊
と
云
へ
ば
、
エ
オ
カ
キ
の
如
き
線
の
太
い
も
の
が
広
く
世
に
行

は
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
印
象
が
強
い
。
名
家
の
短
冊
を
影
印
で
紹
介
す
る
、
野
崎

英
夫
編
『
歌
人
百
家
帖
』（
大
正
二
年
、
中
央
歌
文
会
）、『
短
冊
』
復
興
十
二

号
（
昭
和
二
年
一
月
、
文
行
堂
書
店
）、
井
上
通
泰
『
南
天
荘
墨
宝
』（
昭
和
五

年
、
春
陽
堂
）、
佐
佐
木
信
綱
『
日
本
名
筆
全
集
短
冊
集
』（
昭
和
五
年
、
雄
山

閣
出
版
）、『
短
冊
』
昭
和
続
二
号
（
昭
和
六
年
八
月
、
文
行
堂
書
店
）、
北
野

克
編
『
歴
代
名
家
短
冊
帖
』（
平
成
元
年
、
三
樹
書
房
）、
古
橋
千
嘉
子
編
『
古

井
上
文
雄
の
短
冊
署
名

鈴

木

　

亮
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ア
　
樹
陰
余
花
　
柴
隠
に
一
花
残
る
お
そ
桜
待
わ
ひ
つ
る
も
此
ほ
と
そ
か
し
　
文
雄
（
架
蔵
）

イ
　
旅
宿
郭
公
　
つ
も
り
行
旅
の
日
数
を
お
も
ふ
夜
に
帰
る
を
い
そ
く
鳥
も
有
け
り
　
文
雄
（
架
蔵
）

ウ
　
述
懐
　
さ
ま
〳
〵
の
う
き
に
も
堪
て
世
に
ふ
る
は
子
と
い
ふ
物
の
あ
れ
は
成
け
り
　
文
雄
（
架
蔵
）
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エ
　
恋
下
女
　
人
聞
も
か
つ
は
や
さ
し
と
知
な
か
ら
は
し
た
に
物
を
思
ひ
け
る
哉
　
文
雄
（
架
蔵
）

オ
　
烟
草
　
言
の
葉
に
思
ひ
つ
く
へ
き
た
よ
り
に
は
け
ふ
り
草
こ
そ
つ
む
へ
か
り
け
れ
　
文
雄
（
架
蔵
）

カ
　
東
京
　
宝
田
や
千
世
田
の
さ
と
は
ひ
ん
か
し
の
み
や
こ
と
終
に
な
る
名
成
け
り
　
文
雄
（
架
蔵
）
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キ
　
山
家
花
　
大
か
た
の
物
こ
そ
た
ら
ね
山
里
は
花
に
富
た
る
処
な
り
け
り
　
文
雄
（
架
蔵
）

ク
　
御
か
へ
し
　
君
々
の
扇
合
の
か
ち
わ
さ
に
よ
き
物
あ
ま
た
給
は
せ
よ
か
し
　
柯
堂
（
架
蔵
）
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橋
懐
古
館
資
料
集
第
二
　
国
学
者
・
歌
人
篇
』（
平
成
九
年
、
古
橋
会
）、『
短

冊
Ⅱ
　
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
芦
澤
新
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
』（
平
成
十
五
年
、

鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華
館
）、
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
研
究
会
編
『
む
か
し
を

い
ま
に
　
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総
覧
』（
平
成
二
十
四
年
、
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物

語
文
華
館
）
と
い
つ
た
書
籍
雑
誌
に
エ
オ
カ
キ
い
づ
れ
か
の
署
名
短
冊
が
掲
載

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
其
れ
は
証
せ
ら
れ
よ
う
。
其
の
他
は
僅
か
に
、
茂
原
市

立
図
書
館
古
文
書
講
座
編
『「
国
雅
帖
」
茂
原
市
立
木
高
橋
家
の
短
冊
』（
平
成

十
九
年
、
茂
原
市
立
図
書
館
）
に
イ
、
色
田
幹
雄
『
短
冊
を
楽
し
む
　
武
州
・

川
越
・
一
力
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
平
成
十
七
年
、
文
芸
社
）
に
ウ
（
文
雄
短

冊
三
枚
中
一
枚
が
ウ
、
残
り
は
エ
カ
）
の
署
名
短
冊
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
ば
か

り
で
あ
る
。

　
架
蔵
の
井
上
文
雄
短
冊
二
百
七
十
四
枚
を
署
名
の
形
に
従
つ
て
分
類
し
て
み

る
に
、
ア
三
枚
、
イ
五
枚
、
ウ
二
十
一
枚
、
エ
六
十
二
枚
、
オ
五
十
一
枚
、
カ

八
十
三
枚
、
キ
四
十
八
枚
、
ク
一
枚
と
い
ふ
内
訳
と
な
り
、
エ
オ
カ
キ
で
全
体

の
九
割
近
く
に
も
及
ぶ
。
こ
の
数
か
ら
見
て
も
、
線
の
太
い
雄
渾
な
筆
蹟
の
短

冊
が
文
雄
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
印
象
は
間
違
つ
て
は
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
（
但

し
、
エ
に
は
若
干
線
の
細
い
字
の
短
冊
も
含
ま
れ
る
）。

　
な
ほ
、
ク
の
如
く
「
柯
堂
」
と
号
を
以
て
署
名
さ
れ
た
短
冊
は
、
殆
ど
目
に

す
る
こ
と
が
な
く
、
嘉
永
五
年
以
降
に
書
か
れ
た
（
８
）も
の
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る

の
だ
が
、
時
代
を
同
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
た
め
に
、
ク
「
柯
堂
」
は

こ
た
び
の
考
察
か
ら
は
外
す
こ
と
ゝ
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
文
雄
短
冊
で
あ
る
が
、
署
名
の
仕
方
こ
そ
異
な
る
も
の
ゝ
、
ア
か

ら
キ
に
至
る
書
風
の
連
続
性
を
指
摘
す
る
の
は
易
し
い
で
あ
ら
う
。
署
名
の
変

化
に
就
て
云
ふ
と
、

ア
→
イ
…
「
文
」
が
大
き
く
、「
雄
」
が
行
書
と
な
る
。

イ
→
ウ
…
「
文
」
が
小
さ
く
、
些
か
線
が
太
く
な
る
。

ウ
→
エ
…
二
筆
目
を
は
つ
き
り
と
さ
せ
た
寸
詰
り
と
も
云
ふ
べ
き
「
文
」、

孫
虔
禮
の
「
雄
」（『
五
體
字
類
』）
と
な
る
。

エ
→
オ
…
米
芾
の
「
雄
」（『
五
體
字
類
』）
と
な
る
。

オ
→
カ
…
縦
長
の
「
文
」
と
な
る
。

カ
→
キ
…
「
雄
」
が
図
案
化
さ
れ
た
花
押
（
９
）と

な
る
。

と
い
つ
た
具
合
で
あ
る
。

三

　
次
に
、
こ
の
ア
か
ら
キ
に
至
る
七
期
に
分
類
さ
れ
る
短
冊
の
お
ほ
よ
そ
の
執

筆
年
代
の
根
拠
と
な
る
べ
き
資
料
を
示
す
。
但
し
、
得
意
作
を
幾
度
か
短
冊
に

認
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
間
々
あ
る
こ
と
で
）
（1
（

、
其
の
短
冊
が
果
し
て
い
つ
書
か
れ

た
か
と
い
ふ
こ
と
を
特
定
す
る
の
は
、
詞
書
に
年
紀
が
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
限
り
、

可
な
り
困
難
な
作
業
を
伴
ふ
場
合
も
あ
る
だ
ら
う
。

　
線
の
細
い
ア
だ
が
、
こ
の
書
法
は
、
有
斐
亭
金
蟬
『
集
古
文
』（
天
保
三
年

刊
）
序
文
（
執
筆
年
次
未
詳
）
に
見
ら
れ
る
（
序
に
於
て
「
文
」
二
筆
目
が
短

い
と
い
ふ
若
干
の
差
は
あ
る
の
だ
が
）。
天
保
三
年
、
文
雄
は
三
十
三
歳
で
あ

る
。
な
ほ
、
文
政
年
間
の
文
雄
の
行
状
は
不
明
な
点
が
多
く
）
（（
（

、
こ
れ
以
前
の
文

献
に
ア
の
署
名
を
求
め
る
こ
と
は
か
な
は
な
か
つ
た
。
こ
の
二
筆
目
が
長
く
縦

に
短
い
「
文
」
は
、
後
の
エ
オ
に
継
承
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
ま
た
、
同
様
に
線
の
細
い
イ
が
文
雄
短
冊
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
詠
が
、
長
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崎
諏
訪
神
社
の
神
官
青
木
永
章
の
も
の
し
た
『
後
東
路
記
』（
天
保
九
年
成

写
））（1
（

に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
拠
る
。『
後
東
路
記
』
は
、
永
章
が
息
永
古
を
連

れ
天
保
九
年
三
月
に
長
崎
を
出
発
し
、
同
年
八
月
に
帰
郷
す
る
ま
で
の
紀
行
文
。

五
月
六
日
、
永
章
は
江
戸
に
於
る
自
ら
の
旅
宿
に
て
、
本
間
游
清
、
海
野
遊
翁
、

橘
守
部
、
村
田
多
勢
子
、
斎
藤
彦
麿
、
横
山
桂
子
、
文
雄
ら
江
戸
住
の
歌
人
た

ち
と
歌
会
を
催
し
て
を
り
、
其
の
際
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
従
つ
て
イ
は
、

天
保
九
年
（
三
十
九
歳
）
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
、

其
れ
よ
り
十
年
ほ
ど
溯
る
が
、
井
上
淑
蔭
『
か
く
れ
さ
と
』（
文
政
十
年
跋

刊
）
序
文
（
執
筆
年
次
未
詳
）
の
署
名
も
同
様
の
も
の
で
あ
る
）
（1
（

。
文
雄
は
三
十

代
迄
は
、
線
の
細
い
字
を
書
い
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
其
の
下
限
は
、

山
本
明
清
『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』（
天
保
十
一
年
刊
）
序
文
（
執
筆
年
次
未

詳
）
で
あ
ら
う
。

　『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
出
板
の
三
年
後
、
不
惑
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
同
じ
書

法
な
が
ら
徐
々
に
で
は
あ
る
が
線
が
太
く
な
つ
て
来
る
。
其
れ
が
ウ
で
あ
る
。

小
蓑
庵
碓
嶺
編
『
続
枯
尾
花
集
』（
弘
化
二
年
刊
）
序
文
（
天
保
十
四
年
執
筆
、

四
十
四
歳
）、
山
田
常
典
『
掌
中
源
氏
物
語
系
図
』（
天
保
十
五
年
刊
）
序
文

（
執
筆
年
次
未
詳
）
に
顕
ら
か
で
あ
る
。

　『
掌
中
源
氏
物
語
系
図
』
序
文
を
記
し
て
か
ら
嘉
永
五
年
（
五
十
三
歳
）
迄
、

文
雄
は
序
跋
の
類
を
殆
ど
記
し
て
ゐ
な
い
）
（1
（

。
嘉
永
六
年
三
月
に
は
関
橋
守
編

『
賀
五
十
齢
歌
』
跋
文
、
五
月
に
は
自
著
『
冠
註
大
和
物
語
』
の
序
文
を
記
し

て
ゐ
る
の
だ
が
、
両
書
と
も
板
下
を
別
人
が
書
い
て
ゐ
る
た
め
、
エ
の
書
法
で

記
し
た
序
跋
の
類
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
長
瀬
文
豊
編
『
雁
の
は
し
ら
』

（
嘉
永
六
年
序
刊
）
序
文
（
同
年
執
筆
、
五
十
四
歳
）
し
か
見
出
し
得
な
か
つ

た
。

　
オ
は
、
横
山
由
清
『
活
語
自
他
捷
覧
』（
安
政
四
年
刊
）
序
文
（
同
年
執
筆
、

五
十
八
歳
）、
井
上
淑
蔭
編
『
め
ぐ
み
の
里
』（
安
政
六
年
跋
刊
）
跋
文
（
同
年

執
筆
、
六
十
歳
）
等
に
見
ら
れ
る
。

　「
雄
」
の
字
は
そ
の
ま
ゝ
に
縦
長
の
「
文
」
と
変
化
し
た
カ
の
書
法
で
あ
る

が
、
蜂
屋
光
世
編
『
江
戸
名
所
和
歌
集
』（
文
久
二
年
刊
）
序
文
（
同
年
執
筆
、

六
十
二
歳
）
あ
た
り
に
始
ま
り
、
慶
応
四
年
七
月
十
七
日
、
江
戸
が
東
京
と
改

称
さ
れ
た
頃
ま
で
用
ゐ
て
ゐ
る
（
カ
の
題
は
「
東
京
」
で
あ
る
）。

　
こ
の
慶
応
四
年
の
四
月
に
は
、
徳
川
幕
府
に
同
情
を
寄
せ
、
明
治
新
政
府
を

批
判
す
る
歌
を
門
人
草
野
御
牧
と
詠
み
、『
諷
歌
新
聞
』
と
題
し
た
歌
集
に
纏

め
発
刊
し
て
ゐ
る
。
こ
の
廉
に
よ
つ
て
明
治
改
元
後
の
十
一
月
十
二
日
、
文
雄

御
牧
の
両
名
は
糺
問
局
の
人
屋
に
拘
禁
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
其
の
悲
歎
察
す
る

に
余
り
あ
り
、
獄
中
に
て
、

　
　
糺
問
局
の
獄
屋
に
つ
な
か
れ
て

稀
也
と
世
に
い
ふ
老
の
坂
道
に
ひ
と
屋
有
と
は
思
ひ
か
け
き
や
　
文
雄

　
　
糺
問
局
の
獄
や
に
在
け
る
夜
雪
ふ
り
け
れ
は

さ
え
と
ほ
る
人
屋
の
夜
床
下
ひ
え
て
寐
ら
れ
ぬ
物
を
雪
さ
へ
ぞ
ふ
る
　
文

雄

と
い
つ
た
歌
を
詠
ん
で
ゐ
る
。
井
上
通
泰
『
南
天
荘
墨
宝
』（
昭
和
五
年
、
春

陽
堂
）
に
収
録
さ
れ
る
こ
の
二
葉
の
短
冊
、
署
名
は
キ
で
あ
る
。
画
賛
短
冊
に

於
て
は
、
既
に
慶
応
二
年
同
三
年
に
こ
の
署
名
を
用
ゐ
た
例
が
確
認
出
来
）
（1
（

、

元
々
キ
は
慶
応
年
間
以
降
の
画
賛
の
際
の
書
法
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
）
（1
（

が
、
明

治
改
元
（
九
月
八
日
）
に
際
し
て
、
或
い
は
逮
捕
後
に
和
歌
短
冊
及
び
序
跋
に
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於
て
も
キ
へ
と
書
風
を
改
め
た
と
い
ふ
こ
と
ゝ
な
ら
う
か
。
古
稀
を
迎
へ
た
明

治
二
年
七
月
に
執
筆
し
た
、
近
藤
幸
殖
『
読
史
余
感
』（
明
治
四
年
刊
）
序
文
、

同
年
十
二
月
執
筆
の
井
上
淑
蔭
『
歌
格
新
論
』（
明
治
二
年
序
刊
）
序
文
も
キ

の
形
と
な
つ
て
ゐ
る
。
図
案
化
さ
れ
た
花
押
の
「
雄
」

─
こ
れ
に
は
、
明
治

元
年
十
一
月
、
諸
侯
に
対
し
て
花
押
は
自
筆
を
以
て
認
め
る
べ
し
と
命
じ
た
）
（1
（

、

新
政
府
へ
の
揶
揄
ひ
の
意
識
も
少
な
か
ら
ず
内
包
し
て
ゐ
る
と
考
へ
る
の
は
穿

ち
過
ぎ
だ
ら
う
か
。

四

　
徳
川
時
代
後
期
の
国
学
者
歌
人
の
中
に
於
て
文
雄
の
短
冊
は
、
可
な
り
の
枚

数
が
現
存
し
て
を
り
、
短
冊
屋
で
も
古
書
展
で
も
よ
く
見
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

文
雄
の
短
冊
三
百
六
十
六
枚
（
津
山
藩
主
松
平
斉
民
旧
蔵
）
を
翻
刻
し
た
、
簗

瀬
一
雄
編
『
短
冊
井
上
文
雄
歌
集
』（
昭
和
三
十
二
年
、
湯
浅
四
郎
）
と
い
ふ

労
作
も
あ
る
し
、
中
島
利
一
郎
「
井
上
文
雄
と
集
外
遺
作
」（『
学
苑
』
十
巻
八

号
、
昭
和
十
八
年
八
月
）
で
は
、
其
の
所
蔵
す
る
短
冊
七
十
七
枚
に
解
説
が
施

さ
れ
、
鉄
心
斎
文
庫
（
東
京
都
品
川
区
）
に
は
四
十
三
枚
の
文
雄
短
冊
が
蒐
蔵

さ
れ
て
ゐ
た
）
（1
（

。
百
年
前
の
言
葉
だ
が
「
文
雄
の
短
冊
は
あ
ま
り
に
多
く
伝
は
つ

て
居
て
め
づ
ら
し
く
な
い
」（
井
上
通
泰
『
南
天
荘
絵
葉
書
解
説
二
』
大
正
十

年
、
久
保
田
米
斎
）
と
い
ふ
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
然
程
高
価
で
も
な
く
、
目
に

す
る
ま
ゝ
購
入
し
て
ゐ
た
ら
、
い
つ
し
か
二
百
七
十
四
枚
も
所
蔵
す
る
に
至
つ

て
ゐ
た
。
文
雄
は
在
世
中
頗
る
人
気
が
あ
り
、
墨
蹟
を
求
め
る
人
が
後
を
絶
た

な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。「
気
の
よ
き
人
に
て
何
事
を
頼
み
て
も
心
安
く
書
き

て
く
れ
」）（1
（

た
と
紹
介
さ
れ
る
や
う
に
、
多
く
の
短
冊
色
紙
懐
紙
扇
面
半
切
に
筆

を
執
り
、
そ
れ
ら
が
尚
古
の
趣
味
あ
る
人
び
と
に
よ
つ
て
、
震
災
戦
禍
を
く
ゞ

り
抜
け
今
日
に
伝
へ
ら
れ
た
。
其
の
志
を
継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
は
我
々
の
重
要

な
つ
と
め
で
あ
ら
う
。

　
果
し
て
文
雄
は
、
生
涯
如
何
程
の
染
筆
を
し
た
も
の
な
の
だ
ら
う
か
、
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

註
１
　
佐
佐
木
信
綱
『
近
世
和
歌
史
』（
大
正
十
二
年
、
博
文
館
）

２
　
鈴
木
淳
「
井
上
文
雄
」（
大
曾
根
章
介
ほ
か
編
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
平
成
十

年
、
明
治
書
院
）

３
　
鈴
木
淳
「
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
渉
猟
　
和
歌
・
短
歌
編
」（
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
研
究
会

編
『
む
か
し
を
い
ま
に
　
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総
覧
』
平
成
二
十
四
年
、
鉄
心
斎
文
庫

伊
勢
物
語
文
華
館
）

４
　
中
澤
伸
弘
「
徳
川
時
代
後
期
歌
人
井
上
文
雄
の
書
」（『
若
木
書
法
』
十
四
号
、
平

成
二
十
七
年
二
月
）

５
　
熊
谷
武
至
「
井
上
文
雄
文
献
傍
註
例
そ
の
四
」（『
続
々
歌
集
解
題
余
談
』
昭
和
四

十
三
年
、
私
家
版
）、
同
「
大
野
定
子
の
板
下
」（『
続
々
歌
集
解
題
余
談
弐
』
平
成
元

年
、
水
甕
名
古
屋
支
社
）、
小
林
強
「
架
蔵
短
冊
資
料
点
描
」（
大
取
一
馬
編
『
中
世

の
文
学
と
学
問
』
平
成
十
七
年
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
）、
拙
稿
「
柯
堂
門
の

人
び
と
」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
号
、
平
成
十
九
年
三
月
）、
中
澤
伸
弘
「
徳
川
時
代
後

期
歌
人
井
上
文
雄
の
書
」（
前
掲
４
）。
な
ほ
、
松
の
門
三
艸
子
は
晩
年
書
風
を
改
め
、

線
の
細
い
字
と
な
つ
て
ゆ
く
。

６
　
彌
富
賓
水
『
短
冊
物
が
た
り
』（
大
正
七
年
、
磯
部
甲
陽
堂
）。
な
ほ
、
小
林
強

「
架
蔵
短
冊
資
料
点
描
」（
前
掲
５
）
に
於
て
も
、
景
樹
の
短
冊
署
名
に
就
て
言
及
が

あ
る
。

７
　
一
戸
渉
「
短
冊
研
究
文
献
目
録
（
明
治
以
降
）」（
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
研
究
会
編

『
む
か
し
を
い
ま
に
　
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総
覧
』
前
掲
３
）

８
　
嘉
永
五
年
二
月
十
七
日
「
柯
堂
会
」（
伊
能
穎
則
『
壬
子
詠
草
』
嘉
永
五
年
成
写
。

『
新
編
な
つ
ご
ろ
も
』〈『
香
取
群
書
集
成
第
四
巻
』
昭
和
五
十
九
年
、
香
取
神
宮
社
務
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所
〉
所
収
）
が
「
柯
堂
」
初
出
と
思
は
れ
る
（
同
年
一
月
十
七
日
は
「
歌
堂
会
」）。

こ
れ
以
降
「
柯
堂
」
を
用
ゐ
た
か
。
佐
佐
木
信
綱
は
「
家
の
号
を
歌
堂
と
い
ふ
。
の

ち
柯
堂
に
改
む
。」（『
続
日
本
歌
学
全
書
第
十
一
編
　
明
治
名
家
家
集
上
巻
』〈
明
治

三
十
二
年
、
博
文
館
〉
解
題
）
と
、
文
雄
が
号
の
表
記
を
改
め
た
こ
と
を
語
つ
て
ゐ

る
。

９
　
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
研
究
会
編
『
む
か
し
を
い
ま
に
　
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総
覧
』（
前

掲
３
）、
内
田
誠
一
・
増
田
知
之
・
吉
良
史
明
「
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
短
冊
の

諸
相
」（『
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
四
巻
、

平
成
三
十
年
三
月
）。
な
ほ
、
二
字
の
名
の
下
一
字
を
花
押
と
し
て
表
記
す
る
署
名
の

仕
方
は
、
国
学
者
矢
掛
弓
雄
（
天
保
二
年
～
大
正
六
年
）
に
先
例
が
見
ら
れ
る
。
隅

田
川
神
社
所
蔵
の
絵
巻
物
『
文
明
葵
祭
之
図
』
末
尾
に
「
嘉
永
二
乙
酉
年
九
月
日
　

矢
掛
斎
宮
弓
（
花
押
「
雄
」）」
と
あ
る
（『
隅
田
川
神
社
の
文
化
財
　
矢
掛
弓
雄
の
世

界
Ⅰ
』
平
成
二
十
九
年
、
墨
田
区
教
育
委
員
会
）。

10
　
た
と
へ
ば
、
架
蔵
の
文
雄
短
冊
に
於
て
は
「
継
母
　
そ
の
は
ら
に
あ
ら
ぬ
ふ
せ
や

の
は
ゝ
木
々
は
た
ゝ
こ
の
も
と
の
な
け
き
成
け
り
」「
継
母
　
其
は
ら
に
あ
ら
ぬ
伏
屋

の
は
ゝ
木
々
は
た
ゝ
こ
の
も
と
の
な
け
き
成
け
り
」
と
、
同
じ
詠
が
二
枚
存
す
る

（『
調
鶴
集
』
七
八
六
）。
署
名
の
形
は
い
づ
れ
も
オ
。

11
　
拙
稿
「
井
上
文
雄
年
譜
稿
」（『
成
蹊
國
文
』
三
十
九
号
、
平
成
十
八
年
三
月
）

12
　
三
巻
三
冊
、
崎
川
弘
子
氏
蔵
。

13
　『
か
く
れ
さ
と
』
以
前
に
著
さ
れ
た
文
雄
の
処
女
作
『
大
井
河
行
幸
和
歌
考
証
』

（
文
政
三
年
刊
）「
提
要
」
の
署
名
は
楷
書
で
記
さ
れ
て
を
り
、
自
筆
他
筆
を
判
断
す

る
に
は
た
め
ら
ひ
が
あ
る
。

14
　
嘉
永
二
年
の
年
紀
を
持
つ
、
井
上
淑
蔭
『
め
さ
ま
し
草
』（
写
本
、
無
窮
会
神
習
文

庫
「
玉
麓
」
二
三
五
）
の
序
文
が
あ
れ
ど
未
見
。

15
　
慶
応
二
年
「
い
つ
も
き
く
〔
か
ら
す
（
絵
）〕
の
声
の
か
う
ま
て
も
長
閑
け
き
物
か

は
る
の
初
空
　
六
十
七
翁
文
雄
」（
佐
佐
木
信
綱
『
日
本
名
筆
全
集
短
冊
集
』
昭
和
五

年
、
雄
山
閣
出
版
）、
慶
応
三
年
「
世
の
中
の
う
と
い
ふ
事
を
よ
そ
に
し
て
よ
き
耳
を

の
み
長
く
き
か
は
や
　
丁
卯
は
る
六
十
八
翁
文
雄
」（『
短
冊
』
復
興
十
二
号
、
昭
和

二
年
一
月
）
が
キ
の
署
名
。
同
時
期
、
慶
応
二
年
初
春
に
記
し
た
、
草
野
御
牧
『
あ

め
の
い
ぶ
き
（
す
ぎ
の
も
と
つ
は
）』（
刊
年
未
詳
）
序
文
、
及
び
同
年
七
月
に
記
し

た
、
藤
堂
高
猷
『
美
與
之
野
帖
』（
刊
年
未
詳
）
跋
文
は
カ
の
署
名
。
画
賛
短
冊
は
七

枚
架
蔵
し
て
を
り
、
全
て
キ
の
署
名
で
あ
る
（
明
治
二
年
七
十
歳
の
時
の
も
の
四
枚
、

明
治
三
年
七
十
一
歳
の
時
の
も
の
一
枚
、
年
次
未
詳
二
枚
）。

16
　「
今
は
た
ゝ
人
の
な
さ
け
を
よ
そ
に
せ
て
ひ
と
り
〳
〵
に
君
は
あ
へ
か
し
　
文
雄
」

「
澄
わ
た
る
ふ
え
の
声
は
た
面
白
の
〔
月
（
絵
）〕
の
夜
こ
ろ
の
そ
ゝ
ろ
あ
り
き
や
　

文
雄
」（「
井
上
文
雄
賛
渡
辺
清
竹
取
物
語
図
（
双
幅
）」〈
佐
佐
木
信
綱
『
近
世
和
歌

史
』
大
正
十
二
年
、
博
文
館
〉）。
渡
辺
清
（
安
永
七
年
～
文
久
元
年
）
は
、
本
居
宣

長
と
平
田
篤
胤
の
「
夢
中
対
面
図
」
を
描
い
た
尾
張
藩
絵
師
。
清
在
世
中
に
賛
を
書

き
つ
け
た
と
な
る
と
、
キ
の
署
名
時
期
の
上
限
と
な
る
（
文
久
元
年
、
文
雄
は
六
十

二
歳
）
が
、
清
の
歿
し
た
翌
年
、
文
久
二
年
の
自
画
賛
「
六
十
に
み
つ
の
は
し
め
や

ふ
く
ろ
く
寿
　
六
十
三
翁
文
雄
」（「
福
禄
寿
自
画
賛
（
幅
）」〈
架
蔵
〉）
に
見
ら
れ
る

署
名
は
カ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
逝
い
た
後
の
賛
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

17
　「
○
諸
侯
　
花
押
ハ
自
書
之
證
ニ
有
之
候
処
、
文
飾
之
弊
習
ニ
仍
リ
、
往
々
彫
刻
之

分
ヲ
相
用
候
事
、
其
主
意
ヲ
失
ヒ
、
無
謂
次
第
ニ
付
、
向
後
花
押
ヲ
相
用
候
書
類
凡

テ
自
筆
ニ
相
認
、
可
差
出
旨
、
御
沙
汰
候
事
。」（『
太
政
官
日
誌
』
第
百
五
十
九
、
明

治
元
年
十
一
月
）。
文
雄
が
『
太
政
官
日
誌
』
に
目
を
通
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
鈴
鹿
の

門
人
磯
部
長
恒
へ
宛
て
た
書
翰
（
慶
応
四
年
八
月
十
四
日
）
に
拠
つ
て
知
ら
れ
る
。

「
太
政
官
日
誌
も
一
覧
致
候
　
尾
州
江
州
大
水
之
由
天
変
地
妖
ニ
御
座
候
　
江
門
も
唯

薄
氷
を
踏
心
地
ニ
御
座
候
」（
中
澤
伸
弘
「
徳
川
時
代
後
期
歌
人
の
交
流

─
井
上
文

雄
と
磯
部
長
恒
と
の
一
考
察

─
」『
澁
谷
近
世
』
十
九
号
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）

18
　
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
研
究
会
編
『
む
か
し
を
い
ま
に
　
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総
覧
』（
前

掲
３
）

19
　
大
和
室
輯
「
近
世
花
押
譜
」（『
集
古
』
甲
子
五
号
、
大
正
十
三
年
八
月
→
『
三
村

竹
清
集
一
』
昭
和
五
十
七
年
、
青
裳
堂
書
店
）。
竹
清
の
師
永
阪
或
斎
（
文
政
十
年
～

明
治
三
十
四
年
）
は
文
雄
の
娘
を
娶
つ
て
を
り
、
こ
の
評
は
或
斎
の
語
る
と
こ
ろ
に

拠
る
。



─ 96 ─

鈴木亮　井上文雄の短冊署名

＊
井
上
文
雄
の
筆
蹟
と
区
別
す
る
た
め
に
、
同
名
の
国
学
者
大
藪
文
雄
（
天
保
九
年
～
明

治
三
十
五
年
）
の
短
冊
を
掲
げ
る
（
大
藪
文
雄
は
、
中
野
荘
次
編
『
和
歌
俳
諧
人
名
辞

書
』〈
昭
和
六
十
一
年
、
臨
川
書
店
〉
に
立
項
さ
れ
て
を
ら
ず
、
其
の
短
冊
を
確
認
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
）。
大
藪
文
雄
の
家
集
『
綾
玉
集
初
編
』（
明
治
三
十
二
年
、
真
王

舎
）
に
は
、「
柏
木
久
長
翁
の
八
十
の
賀
に
　
柏
木
の
葉
に
お
く
つ
ゆ
の
し
ら
た
ま
を
き

み
か
ち
と
せ
の
数
に
か
そ
へ
ん
」
と
あ
り
、
架
蔵
短
冊
と
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

＊
僧
文
雄
（
元
禄
十
三
年
～
宝
暦
三
年
）
の
短
冊
と
さ
れ
る
「
春
恋
　
梅
か
枝
に
う
く
ひ

す
き
な
く
春
の
日
の
か
け
て
こ
ひ
し
き
か
き
り
な
り
け
り
　
文
雄
」（
北
野
克
編
『
歴
代

名
家
短
冊
帖
』
平
成
元
年
、
三
樹
書
房
）
は
、
号
無
相
で
の
署
名
短
冊
「
忘
る
な
よ
い

り
の
海
山
さ
く
り
来
て
た
ま
の
う
ら
波
立
か
へ
る
と
も
」（
平
林
縫
治
・
仲
古
谷
友
吉
・

小
野
利
世
編
『
難
波
津
』
大
正
十
二
年
、
浪
速
短
冊
研
究
会
）、「
海
原
や
入
江
の
な
み

に
み
か
ゝ
れ
て
こ
ゝ
ろ
の
た
ま
の
あ
り
か
を
忘
る
」（
佐
々
木
勇
蔵
『
短
冊
手
鑑
心
の
ふ

る
さ
と
』
昭
和
四
十
一
年
、
短
冊
手
鑑
心
の
ふ
る
さ
と
刊
行
会
）
と
比
較
す
る
と
、
明

ら
か
に
筆
蹟
が
異
な
り
扱
ひ
に
注
意
を
要
す
る
。

＊
大
野
定
子
の
代
筆
し
た
文
雄
短
冊
（
裏
面
に
「
定
子
書
」）
が
あ
る
由
（
舟
野
源
五
郎

「
短
冊
白
話
（
続
）」『
短
冊
』
二
号
、
大
正
十
年
三
月
→
『
三
村
竹
清
集
六
』
昭
和
五
十

九
年
、
青
裳
堂
書
店
）
な
れ
ど
未
見
。

＊
井
上
文
雄
生
誕
の
日
は
不
詳
で
あ
つ
た
が
、
信
濃
の
国
学
者
岡
村
菊
叟
（
忠
香
）
の
歌

集
『
千
曳
乃
巌
』（
慶
応
三
年
成
写
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
序
文
に
「
お
の
れ
は

八
月
の
望
に
生
れ
」
と
自
ら
記
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
八
月
十
五
日
生
れ
と
判
明
し
た

（
中
澤
伸
弘
先
生
の
御
示
教
に
拠
る
）。

（
す
ず
き
・
り
ょ
う
　
平
成
十
八
年
度
大
学
院
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学 

東
京
都
立
江
北
高
等
学
校
教
諭

）

〔
附
記
〕

大
藪
文
雄
短
冊

柏
木
久
長
ぬ
し
の
八
十
に
な
ら
せ
給
ふ
を
ほ
き
侍
り
て
　
柏
木
の
葉
末
の
露
の
し
ら
玉
を
き
み
か
千
歳
の
数
に
か
そ
へ
む
　
文
雄
（
架
蔵
）




